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リ コ ー ル 届 出 一 覧 表 

 

リコール届出日：平成 30年 1月 12日 

リ コ ― ル 届 出 番 号 4138 リ コ ― ル 開 始 日 平成 30年 1月 15日 

届出者の氏名又は名称 
株式会社 やまびこ                     問い合わせ先： 品質保証部 

代表取締役社長執行役員 永尾 慶昭           ＴＥＬ ０４２８－３２－６１６６ 

不具合の部位（部品名） 燃料計量器 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性

能の状況及びその原因 

燃料タンクの燃料計量器において、当該計量器と燃料タンクを締結するネジの締付け

トルクが不適切なため、取付部のゴムパッキンが変形しているものがある。そのため、

密閉性が損なわれ、そのままの状態で使用を続けると、燃料の搭載状態により、最悪

の場合、燃料が漏れるおそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容 ①燃料計量器を外し、ゴムパッキンを新品にする。 

②締結ネジを、スプリングワッシャ無しのネジに変更し、燃料計量器と締結ネジ間に 

シールワッシャを追加する。 

③締結ネジにネジロック剤（低強度）を塗布する。 

④締結ネジを適正なトルクで締結する。 

不 具 合 件 数 3件 事 故 の 有 無 なし 

発 見 の 動 機 市場からの連絡による。 

自動車使用者及び自動車

分解整備事業者に周知さ

せるための措置 

・ 使用者：ユーザーを把握しており直接電話等で通知する。  

・ 自動車分解整備事業者：全ユーザーを把握しているため特に周知は行わない。 

・ 改善実施済車には、運転席シリアルナンバーラベル横（車体の内側方向）に 

リコール届出№4138のステッカーを貼付する。 

 

車名 型   式 通 称 名 
ﾘｺｰﾙ対象車の車台番号（ｼﾘｱﾙ番号） 

の範囲及び製作期間 

ﾘｺｰﾙ 

対象車の台数 
備 考 

共立 YDN-S1091A 

「共立スピード   

35   スプレーヤ   

SSV1091FSC」   

「共立スピード   

52   スプレーヤ S1091A－1002～ 

SSV1091FSC/L」 S1091A－1096 

「共立スピード 平成 27年 9月 8日～ 

1   スプレーヤ 平成 29年 7月 27日 

SSV1091FSC/LT」   

「共立スピード   

1   スプレーヤ   

SSV1091FSC/T」   

 



車名 型   式 通 称 名 
ﾘｺｰﾙ対象車の車台番号（ｼﾘｱﾙ番号） 

の範囲及び製作期間 

ﾘｺｰﾙ 

対象車の台数 
備 考 

共立 YDN-S1091B 

「共立スピード   

39   スプレーヤ S1091B－1001～ 

SSV1091FS」 S1091B－1042 

「共立スピード 平成 27年 9月 14日～ 

2   スプレーヤ 平成 29年 8月 31日 

SSV1091FS/T」   

  （計 2 型式） （計 6車種） 

(製作期間の全体の範囲) 

(計 130 台)   平成 27年 9月 8日～ 

平成 29年 8月 31日 

 

【注意事項】 

リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。 


